
（平成２２年３月２５日報道資料抜粋）

１．今回のあっせん等の概要

（１）年金記録の訂正の必要があるとのあっせんを実施するもの 3 件

国民年金関係 3 件

年金記録確認鹿児島地方第三者委員会分

年金記録に係る苦情のあっせん等について



                      

  

鹿児島国民年金 事案 625 

 

第１ 委員会の結論 

 申立人は、申立期間のうち、昭和 58 年８月の国民年金保険料については、

納付していたものと認められることから、納付記録を訂正することが必要で

ある。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

    氏    名 ： 男 

    基礎年金番号 ：  

    生 年 月 日 ： 昭和 26年生 

    住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

    申 立 期 間 ： ① 昭和 46年６月から 49年３月まで 

             ② 昭和 58年８月 

    申立期間①については、20 歳になった時、役場（当時）で国民年金の加

入手続を行い、毎月、国民年金保険料を公民館に持参して納付していた。

国民年金保険料は、私の母親と一緒に納付していたのに、私だけ未納とさ

れていることに納得がいかない。 

また、申立期間②については、昭和 58 年８月に会社を退職した後、す

ぐに私の妻が役場で私の国民年金の加入手続を行い、妻の国民年金保険料

と一緒に私の保険料を納付したことは間違いない。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

１ 申立期間②については、町の国民年金被保険者名簿の資格得喪欄に記載

された「58.８.29」の取得年月日が二重線で消され、「58.９.１」と訂正

されている上、同名簿の備考欄に記載された再取得年月日も訂正された形

跡が見られるところ、申立人は、昭和 58 年８月 22 日に厚生年金保険適用

事業所を退職し、その届出も適切に行っていることが確認できることから、

申立人の国民年金被保険者資格の取得日を訂正する合理的理由は無く、申

立人の国民年金保険料の事務処理が適切に行われていなかった可能性がう

かがわれるとともに、58 年８月に国民年金の加入手続を行い、国民年金保

険料を納付したとする申立内容に不自然な点は見受けられない。 

また、当該期間当時、申立人の国民年金の加入手続を行い、二人分の国

民年金保険料を納付していたとするその妻は、当該期間を含む国民年金加

入期間の国民年金保険料をすべて納付していることが確認でき、納付意識



                      

  

は高かったものと考えられることから、申立期間②が未加入期間として国

民年金保険料が未納とされていることは不自然である。 

２ 一方、申立期間①については、申立人の国民年金手帳記号番号は、昭和

51 年５月 20 日以降に払い出されていることが確認できるところ、申立人

は、申立期間直後の 49年４月から 51年３月までの国民年金保険料を 51年

６月 19 日に過年度納付していることが確認でき、その時点では、当該期間

は、時効により国民年金保険料を納付できない期間であり、別の国民年金

手帳記号番号が払い出されていたことをうかがわせる事情も見当たらない。 

   また、申立人及びその母親が、当該期間の国民年金保険料を納付してい

たことを示す関連資料（家計簿、確定申告書等）は無く、申立人と一緒に

国民年金保険料を納付していたとするその母親には当時の状況を確認する

ことができず、ほかに申立人が当該期間の国民年金保険料を納付していた

ことをうかがわせる周辺事情も見当たらない。 

３ その他の事情を含めて総合的に判断すると、申立人は、申立期間のうち、

昭和 58年８月の国民年金保険料を納付していたものと認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                      

  

鹿児島国民年金 事案 626 

 

第１ 委員会の結論 

 申立人は、申立期間のうち、昭和 53 年４月から 54 年３月までの国民年金

保険料については、納付していたものと認められることから、納付記録を訂

正することが必要である。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

    氏    名 ： 男 

    基礎年金番号 ：  

    生 年 月 日 ： 昭和 28年生 

    住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

    申 立 期 間 ： ① 昭和 48年 11月から 50年９月まで 

                          ② 昭和 53年４月から 54年３月まで 

申立期間当時は、会社の寮に住んでおり、国民年金保険料を市役所の集

金人に納付していた記憶があり、申立期間の国民年金保険料が未納とされ

ていることに納得がいかない。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

  １ 申立期間②については、その前後の期間の国民年金保険料は納付済みと

なっている上、当該期間当時、申立人と同居していたその兄は、当該期間

の国民年金保険料が納付済みとされており、申立人の国民年金保険料のみ

が未納とされていることは不自然である。 

  ２ 申立期間①については、申立人は、当該期間直後の昭和 50 年 10 月から

51 年３月までの国民年金保険料を 52 年 11 月 16 日に過年度納付している

ことが確認でき、その時点では、当該期間は、時効により国民年金保険料

を納付できない期間であり、別の国民年金手帳記号番号が払い出されてい

たことをうかがわせる事情も見当たらない。 

    また、申立人が申立期間の国民年金保険料を納付していたことを示す関

連資料（家計簿、確定申告書等）は無く、ほかに申立期間の国民年金保険

料を納付していたことをうかがわせる周辺事情も見当たらない。 

  ３ その他の事情を含めて総合的に判断すると、申立人は、申立期間のうち、

昭和 53 年４月から 54 年３月までの国民年金保険料については、納付して

いたものと認められる。 

 



                      

  

鹿児島国民年金 事案 627 

 

第１ 委員会の結論 

 申立人の昭和 54 年４月から同年６月までの期間及び 54 年 10 月から 55 年

３月までの期間の国民年金保険料については、納付していたものと認められ

ることから、納付記録を訂正することが必要である。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

    氏    名 ： 女 

    基礎年金番号 ：  

    生 年 月 日 ： 昭和 19年生 

    住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

    申 立 期 間 ： ① 昭和 54年４月から同年６月まで 

             ② 昭和 54年 10月から 55年３月まで 

    私は、父親に勧められたこともあり、子育てが一段落した昭和 49 年９月

に国民年金の加入手続を行い、国民年金保険料は、自宅の近くの金融機関

で納付していた。申立期間を含めて、国民年金保険料は、すべて納付した

はずであり、申立期間の国民年金保険料が未納とされていることに納得が

いかない。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

   申立期間はそれぞれ３か月及び６か月と短期間である上、申立人は、国民

年金加入期間について、申立期間を除き、国民年金保険料をすべて納付して

おり、納付意識は高かったものと考えられる。 

   また、申立人の国民年金保険料の納付記録は、当初、昭和 54 年度のすべて

の期間が未納とされていたが、申立人からの国民年金保険料納付記録の照会

申出により、申立期間①と②の間の昭和 54 年７月から同年９月までの期間の

国民年金保険料については､市の国民年金被保険者名簿及び社会保険庁（当

時）の特殊台帳により納付が確認され、平成 19 年８月 20 日付けで納付済み

に訂正されており、申立期間当時、申立人の納付記録が適切に管理されてい

なかったことが認められる。 

   その他の事情を含めて総合的に判断すると、申立人は、申立期間の国民年

金保険料を納付していたものと認められる。 

 


